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 金属製のオーバーパックが直接接触するのは、地下水で膨潤した緩衝材である。1,000年間の核種閉じ

込め機能を確保するためには、この環境における溶接部も含めた腐食挙動を把握することが必要である。

1,000年間の健全性を示すためには、溶接部を含めたオーバーパック全体が均一に腐食すること、その速

度が取得できること、応力腐食割れ等の局所的な破損が生じないことを確認する必要がある。そのため

には、溶接試験体を用いた耐食性評価試験による現象理解が重要である。 

 健全性評価に必要なデータを体系的に取得することは難しい。よって、個別の挙動を評価するため実

験室規模での単純／均一な系での試験、緩衝材の隙間や膨潤挙動等の環境の不均一性の影響を評価する

ための、大型試験体を用いた地上試験、さらに実際の地下深部における挙動を取得するため、地下研究

施設を活用した試験など、目的に合わせて適切な試験系を選択することが重要である。このような実験

事実による長期評価は、初期の理想的な状態が続くことが前提となり、試験期間も現実的には十数年が

限界である。そのため、材料の腐食挙動を材料因子と環境因子によって整理し、腐食メカニズムの解明

を図ることが求められる。以上のように、腐食試験による現象理解と腐食メカニズム解明の検討を通し

て、オーバーパックの腐食評価手法を構築し、長期健全性の確保、施工時の管理項目を提示していく。 

 

比較
補完

・試験片の寸法効果（現象の局在化、etc.）
・実際の地下環境での腐食挙動の把握
・実環境での耐食性評価試験の手法の確立

各種測定
（電位・温度・pH等）

ヒーター

ヒーター

オーバーパック

緩衝材

オーバーパック

幌延深地層研究
センターの坑道

説明用
パネル

地下研究施設での腐食試験

地上での腐食試験

・小型試験片で取得した知見の妥当性判断
・管理された複雑系での腐食挙動の把握
・地下試験施設で使用する試験系の挙動理解の補完

比較 補完

腐
食
挙
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
に
基
づ
く
長
期
健
全
性
評
価

処
分
シ
ス
テ
ム
工
学
要
素
技
術
高
度
化
開
発
（
Ｈ
１
９
～
Ｈ
２
４
）

・オ
ー
バ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
の
溶
接
・検
査
に
係
わ
る
工
学
技
術

・製
作
さ
れ
た
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
の
品
質
に
係
わ
る
知
見

単純系での腐食試験 ・個別腐食挙動の現象理解

メカニズム解明のための腐食試験

・材料因子
化学成分、金属組織と腐食挙動の関係の解明

・環境因子
金属の電気化学的挙動におよぼす緩衝材の影響

溶接方法

化学
成分

金属
組織

オーバーパック
材料因子

緩衝材密度差
透水係数

拡散係数

地下水

環境因子

溶液組成

 

図 オーバーパック長期健全性評価のための腐食試験項目 
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